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3 月中旬から積もった雪は、少しずつ解けてもう春だと感

じるようになったこのころです。 

四旬節のクレッシェンドの中で、13 日から、「大週間」

と呼ばれていた「聖週間」を迎えます。主の過ぎ越しの神秘

を中心として、キリストの救いのわざ全体を記念する一週間

です。20 日は、ご復活祭です。 

復活の主日から復活の第 2主日までの 8日間は、どんな

祭日、祝日があっても復活の祝いだけを祝います。また、復活節は 50 日間祝われます。 

この季節は、自然を初め、いろいろのことが「新しいいのち」、新しい旅の出発を感じ

させてくれるでしょう。 

実に、復活節はすべてにおいて喜びに満ちあふれています。聖週間は教会にとって特別

なときです。聖週間の典礼には、イエスの受難、死、復活にすべてが集中します。すべて

の動き（活動）は沈黙し、このときは典礼の動きが優先します。 

典礼は、歴史の出来事、あの救いの出来事を神秘的に再現していきます。2000 年前の

出来事の単なる反復ではありません。あの一回限りの、決定的出来事を、毎年記念するこ

とによって、絶えず新にしていくのです。 

聖書朗読も、イエスの受難物語が読まれます。イエスの受難が初代教会にとって、大切

な意義をもっていたことがわかるのは、すべての福音書（マタイ、マルコ、ルカ、ヨハネ）

がそれを伝えているからです。それぞれの福音史家たちは、

少しずつニュアンスをかえて伝えています。 

典礼における聖書朗読も、イエスの受難物語が読まれます。  

ペトロの心に、群衆の心に、女性の心に…そして、イエス

の心になってみましょう。 

聖週間の典礼の深まりと同時に、このときを、私たちは、教

会とキリスト者としてのいのちの根元をもう一度確かめ、新

たにするときとしましょう。 

 

 



 
 

 

砂川教会 お知らせ 
砂川市東５条南３丁目３－１ TEL 0125-52-4617 FAX 0125-52-4618 

 
 

４月の主な典礼・ミサ時刻 

日 曜 典礼暦 担当 

6 日 

四旬節 第５主日 
 

当教会出身聖職者,修道者のために祈る日 

Ｐ.11 キリストの受難をしのぶ 

8:40 十字架の道行  9:00 ミサ   

先読み： 高塚 第１:野呂  第２:本田 

答唱詩篇：三上夫妻  オルガン：能村 

13 日 受難の主日 

9:00 ミサ   

先読み： 多田 第１:間野  第２:西川 

答唱詩篇：多田・木下 オルガン：能村 

17 木 聖木曜日（主の晩さん） 18:00 ミサ 

18 金 聖金曜日（主の受難）大斎・小斎 15:00 美唄教会にて 十字架の道行 と ミサ 

19 土 聖土曜日（復活徹夜祭） 18:00 ミサ 

20 日 
復活の主日 
アレルヤの祈り 開始 

Ｐ.13 キリストの復活を祝う 

9:00 ミサ 

先読み： 高塚 第１:安藤 第２:木下 

答唱詩篇：三上夫妻 オルガン：能村 

27 日 
復活節第２主日 
Ｐ.14 キリストの復活をたたえる 

9:00 ミサ 

先読み： 多田 第１:西川 第２:木下 

答唱詩篇：間野・安藤 オルガン：能村 

◆平日のミサ  月曜日～金曜日 6：00  土曜日 10：00 

 

◆今月の霊名記念日の方 

１６日 聖ベルナデッタ   安藤静枝 

２９日 聖カタリナ     尾崎康子、古野聖奈、多比良桂子 

 

◆お知らせ 

・毎週水曜日 10:00～ 聖書に親しむ会を実施しています。 

・四旬節の期間中 四旬節愛の献金 

・４月２７日 定期総会が行われます 

 

◆幼稚園行事 

・ 7 日(月) 始業式 

・ 9 日(水) 入園式 

・16 日(水) 保育参観・交流会 

・23 日(水) 誕生会 

 

19日(土) 安藤

26日(土) 木下

砂川　花当番



 

 

 

 

・主日ミサ 四旬節中 十字架の道行  朝の祈り（4/13～）「 家族のための祈り 」 

日 曜 
ミ  サ 

各種勉強会 会議・その他事項 
主日・祭日 時 間 

４ 金   聖書に親しむ(ミサ後)  

６ 日 四旬節第５主日 午前 11：00   

１１ 金  午前 10：30 聖書に親しむ(ミサ後)  

１３ 日 受難の主日（枝の主日） 午前 11：00  
ミサ後 

運営委員会・会計監査 

１７ 木 聖木曜日 砂川PM 6:00   

１８ 金 聖金曜日【美唄】 午後３：００  
十字架の道行 後 

聖金曜日の典礼 

１９ 土 聖土曜日 砂川PM 6:00   

２０ 日 復活の主日 午前 11：00   

２５ 金  午前 10：30 聖書に親しむ(ミサ後)  

２７ 日 復活第２主日 午前 11：00  第 14 回定期総会 

 

《 平日のミサ 》 金曜日のみ 午前 10：30 ４・１１・２５日です 

《 聖書に親しむ 》 平日のミサ後、旧約聖書に親しんでみませんか。 
 

霊名の祝日（敬省略） 清掃当番 花当番

１６日 ベルナデッタ  大城繁子 ・ 佐藤順子 
【第２週】小川(ま)・松山 

【第４週】村田 
大城 

 

【お知らせ】 

◎ 聖週間「聖なる３日間」 典礼(ミサ)は、下記のとおり行われます。 

   １７日(木) 聖木曜日 砂川教会 午後６時より 

   １８日(金) 聖金曜日 美唄教会 午後３時より  ※十字架の道行をした後 

   １９日(土) 聖土曜日 砂川教会 午後６時より 

 

◎ ４月２７日(日) ミサ後は、第１４回定期総会です。皆さまご出席ください。 

 

◎ ４月から始まる第３水曜日午後５時３０分から実施している「ロザリオ会」は 

  ５月２１日(水) から行います。 

 

◎ 幼稚園の予定   ８日(火) １学期始業日 

           ９日(水) 入園式 

          ２２日(火) 誕生会（聖堂使用） 

     美唄教会 2025 年 ４月 
    主日ミサ・平日のミサ予定 
美唄市東２条南３丁目 2-10 TEL＆FAX 0126-63-2434 

美唄教会 小さな群れ 
通巻№335 
2025 年 4 月 

2025 年 3 月 30 日発行 



 

 

 次男の初聖体 
           砂川教会 能村明日香 

 

 今年９月１４日（日）に札幌の北１１条教会で次男が初聖体のお恵み

をいただきます。１月から月に２回ほどの勉強会が始まりました。次男

と同い年の従姉の２人でシスターに教えていただいています。毎回「楽

しかった。」と勉強会から帰ってくる姿に、嬉しさを感じています。 

 勉強の始めは、自分の洗礼について知るところからでした。幼児洗礼

のため、本人は、もちろん何も覚えていません。次男からいろいろな質

問を受け、私自身も洗礼の喜びを思い出すよい機会となりました。 

 その後も「シスターの質問に、全部答えられたよ！」「イエス様の１２人の弟子の名前、

全員わかる？」「ミサの時の神父様の服の色、特別な色 知ってたよ！」と毎回、勉強の内

容を笑顔で教えてくれる次男。私も一緒に理解を深めています。 

 次男が楽しく勉強に取り組めているのも、侍者をさせていただき、温かく見守ってくだ

さっている神父様と砂川教会の皆さんのおかげと、感謝しています。ありがとうございま

す。 

 長男の初聖体の勉強が始まった頃は、ちょうどコロナが流行

っていて、緊急事態宣言が出され、行動制限もたくさんあった時

でした。たくさんの人数で集まることができず、勉強会も何度も

中止になったり、自宅に送られてくるプリントに取り組む勉強

に変わったりしました。初聖体の時には、喜びとともに、参加し

た全員が元気に、延期にならずにミサを終えることができた安

堵も感じていました。今年は感染症の心配も無く、長男の時より

も落ち着いた環境で初聖体を迎える準備ができそうです。 

 神様のお恵みと、初聖体を迎えるにあたり支えてくださり、お

祈り下さっている全ての方々への感謝とともに。 

 


